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1 太子林遺跡 ・太子林遺跡第II地 点の概要

1太 子林遺跡

太子林遺跡 は、昭和55年 に発掘調査が実施 された(飯 山市教委1981)。 これは、県道改良工事(関 沢バ

イパス建設)に 伴 うもので、約2,000㎡ の調査 に よって、ナ イフ形石器 ・掻器 ・錐 ・局部磨 製石斧 な どの旧

石器石器群が検 出された。特 に、局部磨 製石斧2点 の発見 は、長野県においては発掘時に確認 され た例 と

しては初 めてであ り、当時全 国的 に も約20点 の検 出例 を数 えるに過 ぎなか ったため、その編年的 な位置づ

けについて も大 いに注 目され るこ ととなった。

石器群 の編年 につ いては、当時 の全国的に基本 となって いた 「野川編年」 にあわせ て野川二期 、南関東

編年 では局部磨製石 斧の型式の類似か らPhaseIIbに 位 置付 けた。その後、地質学 的見地か ら、広域火 山灰

のAT(姶 良Tn火 山灰層)を 指標 とし、調査地 区は二次堆積 であったが、 同時期 ない しは直上で ある との

見解 を発表 した(早 津ほか1981)。

また、調査 区は地形的に遺 跡の東北端にあた るこ とか ら、縄文式土器が採集 され る地点 を含め約 十万平

米 を太子林遺跡の範囲 として把握 して きた。

2太 子林遺跡第II地 点

今 回調査 を行 った地点は太子林遺跡の南端 にあた り、前回調査 を行 った地点 と同一遺跡範囲 として把握

していたが、調査 の結果堆積土層が異 なるこ と、前 回調査地点か ら標高差30m、 距離 にして500m離 れてお

り、石器群 の同一性が不 明であるこ と等 を考慮 して同一遺 跡で異 なる石器群 は混乱 を招 くと考 え、今 回の

報告 にあた り 「太子林 遺跡第II地 点」 として報告す るものである。

第II地 点 は、丘陵の南端 の千 曲川 を眼下 に望む場所にあ り、農業集落排水事業 によ り緊急発掘調査が行

なわれ ることとなった。発掘期間は、平成10年8月17日 か ら、 同年11月6日 まで行 われた。発掘面積は約

1,000㎡ で、 旧石・器時代 の石器約1,800点 が 出土 した。

発見 された遺物には、ナ イフ形石器 ・掻器 ・錐 などの製 品のほか 多 くの剥片 ・石核 な どが発見 されてい

る。製 品の種類 としては、ナ イフ形石器22点 、掻器6点 、削器4点 、磨石4点 などがある。

特 にナイフ形石器 は、大型 の製品が多 く数量的に も飯 山市域では最:多である。なお、太子林遺 跡 との石

器群 の類似性 については、石刃技法であるこ とに変 わ りはないが太子林遺跡第II地 点 出土石器群 が よ り発

達 した石刃石器群 と考 え られるこ と、玉髄 を多用 しているこ とや局部磨製石 斧が検 出され なかった ことな

ど、 む しろ相違点が挙 げ られ、太子林→太子林 第II地 点の編年 を考 えている。

時間的都 合によ り整理作業 は完了 していないが、今後接合作業等 を通 じて太子林遺跡第II地 点 の内容 を

明 らかに したい と考 えている。

一1一



II遺 跡の位置 とその環境

1遺 跡の地理的位置

太子林遺跡 は、長野県飯 山市大字瑞穂地区(発 掘 区は大字瑞穂 字太子林4430-6)に 所在 す る(図1)。

甲信 国境 に源 を発 す る千 曲川が信濃 に最 後に残 す平 らが飯 山盆 地であ る。飯 山盆地 を過 ぎると千 曲川は、

信 越国境 の峡谷地帯 を下刻 曲流 しつつ新 潟県津南町 に至 り、 ここで信濃 川 と名 を改めいわゆる津南段丘群

を形成 しやがて 日本 海に注 ぐ。

飯 山盆地 は、東西6km、 南北15kmの 紡錘 形の小盆地 である。盆地 西縁 は、黒岩 山(938.6m)、 鍋倉 山(1288 .8

m)等 比較的低 い関田山脈(東 頸城 丘陵)に よって画 されてい る。 ここには越後へ通 ずる幾つかの峠道が

存在 している。一一方、東縁 は毛無 山(1640.98m)等 三 国山脈 の支脈 によって、 また断層構造線に沿 って急

峻な山地 で画 されてい る。

平地 は、盆地 のほぼ中央 を流れ る千曲川 によって東西 に二分 され る。西側 は、飯 山市街地北方 よ り戸狩

地 区にいた る長 さ7kmに 及ぶ長峰丘陵 を介在 させ て常盤平 ・外様平が広が り、 当地方最大 の穀倉地帯 とな

っている。東側 は、 その南半にかつ ての千 曲川氾濫 原である木島平が広 が るが、千 曲川が東縁 に近接す る

に したが って、段丘 ・丘陵等の微 高地 が開析谷 を隔てて連続的に連 なるとい う複雑 な地貌 を呈 している。

そ してこれ らの微高地上 には、幾 多の遺跡が存在 してお り、太子林 遺跡 もこの微高地上 に存在 している。

太子林遺跡は、千 曲川が宮中丘陵にはば まれ、北東か ら北に流路 を変更 した直後の下流域 に存在す る。

千 曲川 は、西の大倉崎 ・上野丘陵、東 の太子林 の丘陵 によって狭 め られている。 これは、盆地形成 にかか

る摺 曲構 造の背斜部 に両丘陵が相 当 し、千曲川の下刻 によ り分 断 された と考 えられている。

太子林 の丘陵は、千曲川東岸 にあ り、丘頂 は昭和2年 の グラウン ド造成 によ り削平 されてい るが、現標

高 は353.3mを 計 る。この丘頂の東斜 面は、昭和55年 に通称 関沢バ イパ ス建設に伴 い太子林遺跡の発掘調査

が実施 されている(飯 山市教委1981)。

今 回の調査個所 は距離 で約500m南 、標 高で約30m低 い丘 陵端部 で、台地上 は比較的緩やか であるが、東 ・

南 ・西はそれぞれ急傾斜 で低地や千曲川に接続 してい る。

遺跡の東側 には、江川の低地 を挟んで、南北 に関沢バ イパ スが通 ってい る。 また、南には千 曲川 に大関

橋 が架 かっている。

2周 辺遺跡

遺跡の所在す る瑞穂地 区及び対岸の常盤大倉崎 ・上野地区にかけては、 多 くの遺跡が存在 してい る(図

2・3)。 ただ分布 につ いては、必ず しも明確 に把握 して いるわけではない。以下 に明 らかな部分 につ いて

時代別 に述べて行 くこ とにす る。

1)旧 石器時代

飯 山地方は時代 の遺跡が比較 的多 く存在 していることで知 られてい るが、特 に密集 しているのが太子林

遺跡 を中心 とした周辺であ る(図2)。 飯 山地方において調査 がなされて いる遺跡 には小坂 ・太子林 ・関沢 ・

日焼 ・屋株 ・上野 ・小泉 ・トトノ池南 ・新堤遺跡 など数 多い(飯 山市教委1981・1991・1992望 月1982

aほ か)。 これ らの調査結果か ら、飯 山地方 の旧石・器時代編年試案 を作成 したが(飯 山市教委1991) 、現

在 までの ところいわゆ るAT下 位 の石器群 は発見 されていない。
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図1太 子林遺跡第II地 点の位置(150,000)
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図2飯 山地方の旧石器
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時代遺跡分布図(1二75,000)
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No. 遺 跡 名 所 在 地 発 主 要 石 器 文献 ・その他

1 天 代 ト ド 下水内郡栄村天代 トド 0 尖頭器 飯山北高地歴部OB会1978

2 小 坂 下水内郡栄村大久保小坂 ●
ナイフ形石器 ・彫器 ・掻器

刃器 ・尖頭器

高橋1962栄 村 教委1976

中島1982

3 仙 当 下水内郡栄村月岡仙当 0 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

4 村 木 下水内郡栄村箕作村木 0 剥片 同上

5 横 倉 下水内郡栄村北信地蔵堂 ● 尖頭器 ・剥片 同上

6 東 大 滝 下高井郡野沢温泉村東大滝 ●
ナイフ形石器 ・尖頭状石器

彫器 ・掻器 ・石核
坂詰1974

7 坪 山 下高井郡野沢温泉村坪山 O 尖頭器 信濃史料1956坂 詰1974

8 上 の 平 下高井郡野沢温泉村上の平 0 尖頭器(単 独出土) 坂詰1974

9 重 地 原 下高井郡野沢温泉村重地原 0 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

10 オ リ ハ ン ザ 飯山市一 山温井オ リハンザ 0 尖頭器 ・細石核 ・細石刃 信濃史料1956

11 新 堤 飯山市一 山 ● ナ イフ形石器 ・石核 飯山市教委1991

12 温 井(仮) 飯山市一 山 0 剥片 飯山市教委1986

13 ト ト ノ 池 南 飯山市一 山 ● 掻器 ・石核 飯山市教委1991

14 雨 池 グラウン ド 飯山市常郷 0 尖頭器 ・剥片 望 月1986

15 真 宗 寺 裏 飯山市常郷大坪 0 ナイフ形石器 飯山北高地歴部OB会1979

16 日 焼 飯山市瑞穂 日焼 ・南原 ●
ナイフ形石器 ・掻器 ・削器

尖頭器 ・敲石 ・石核 ・錐
飯山市教委1989

17 屋 株 飯山市瑞穂屋株 ● 尖頭器 ・剥片 飯山市教委1989

18 内 野 飯山市瑞穂内野 0 掻器 飯 山市教委1990b

19 北 竜 湖 飯山市瑞穂堂道平 0 尖頭器 ・細石核 ・片刃石斧 飯山北高地歴部OB会1979

20 太 子 林 飯山市瑞穂(関 沢)太 子林 ●
ナイフ形石器 ・掻器 ・彫器

局部磨石石斧 ・錐 ・石核
飯 山市教委1981

21 上 野 飯山市常盤(上 野)外 和柳 ●
ナイフ形石器 ・尖頭器

i掻器 ・石核
飯山市教委1990a

22 浦 付 飯山市常盤(大 倉崎)瀬 付 0 ナイフ形石器 信濃史料1956

23 関 沢 飯山市瑞穂(関 沢)畦 高 ● 尖頭器 ・尖頭削器 ・掻器 飯山市教委1981

24 宮 中 飯山市瑞穂宮中 ● 剥片

25 千 苅 飯山市瑞穂千苅 0 尖頭器 ・掻器 ・彫器 ・細石核 中島1982飯 山市教委1990b

26 城 ノ 前 飯山市瑞穂(中 組)城 ノ前 0 尖頭器 高橋1980

27 木 原 飯山市瑞穂(富 田)木 原 0 尖頭削器 飯山市教委1990b

28 大 塚 飯山市常盤(大 塚)屋 敷添 ● ナイフ形石器 ・彫器 ・石核 飯山北高地歴部OB会1979

29 尾 崎 南(仮) 飯山市寿(尾 崎)東 長峰 0 剥片 望 月1986

30 小 泉 飯山市常盤長峰越 ● ナイフ形石器 ・彫器 飯山市教委1989b

31 桂 池 飯山市寿桂池 0 飯山北高地歴部OB会1979

32 針 尾 池 飯山市常盤長峰(針 尾池) 0 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

33 長 峰(仮) 飯山市小佐原下長峰 0 剥片 飯山北高地歴部OB会1979

34 有 尾 飯山市飯山(有 尾) ● 剥片

35 城 山 飯山市飯山(飯 山城) 0 剥片

36 安 田神社境 内 飯山市木島安田飯綱神社 0 細石核 信濃史料1956

37 山 岸 飯山市木島山岸 0 尖頭器 ・掻器

38 鬼 久 保 下高井郡木島平村穂高鬼久保 0 尖頭器

39 太子林第II地点 本報告

表1飯 山地方の旧石器時代遺跡
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ここでは、太子林遺跡周辺遺跡に限 り若干 の説 明を加 えたい。 昭和63年 に調査=した 日焼遺跡 では、小型

ナイフ形石器 に代表 される石器群 が発見 された。黒曜石 製の円形掻器 の伴 出が特徴 的で、終末期ナ イフ形

石器石器群 として捉 えている。同 じ年 に調査 した屋株遺跡では、尖頭器 を特徴 とす る石器群が 出土 してい

る。 また、昭和63年 以 降数次 にわた る上 野遺 跡の調査 では、玉髄製 の掻器 に尖頭器 が伴 うと推定 され る石

器・群が 出土 してい る。

この他、調査=はな されていないが、千苅(中 島1982)を は じめ城 ノ前、木原、北竜湖、 内野 で も良好

な石器が採集 されてい る(高 橋1980)。

以上 の遺跡の立地 は、大部分が千曲川河岸 の段丘上に立地 してお り、千 曲川 と密接 な関係 を有 してい た

ことは想像に難 くない。 また、北竜湖例 は湖沼周辺 に立地す る遺 跡の典型例 として注 目され る。

2)縄 文時代

縄文 時代 に属 す る遺 跡で、最:も古 い土器 が採集 されてい るのは北竜湖遺跡であ る。湖岸 よ り裏 表縄文 ・

押型文 ・条痕文系土器片が採集 され、草創期 ・早期 に位 置付 け られ る(高 橋1980)。 道添遺跡で も条痕文

系土器 が採集 されてい る。

前期 の遺跡 では、大倉崎遺跡以外 は量的に も少量の遺跡がほ とん どである。大倉崎遺跡 に近 い瀬付遺 跡、

北竜湖遺跡、宮 中遺跡、太子林遺跡 などで出土 している。宮中遺跡 は、昭和53年 に市立東小学校建築 に と

もない試掘調査 を行 い、諸磯b式 に比定 され る格子 目文土器 が出土 したが、遺構 は検 出されなか った(飯

山市教委1979)。 また、太子林遺 跡は昭和55年 に調査が行われ、有尾式土器片 と土坑が検 出 されてい る(飯

山市教委1981)。

中期 の遺跡 では、 まず上 ノ原遺跡が挙 げ られ る。調査 は行 われ ていないが、舌状 台地の縁辺か ら大量 に

採集 されている。五領 ヶ台系 ・阿玉台系土器 が若干認め られ るものの、 多 くは蓮華文 ・格 子文 な どを特徴

とす る北陸の新保 ・新 崎式土器 に比定 され る土器が 多い(高 橋1980a)。 このほか宮中では古 くか ら土器

片が 多 く採集 されて いる。

後期 では宮 中遺跡が重要 である。昭和55年 の調査に よってわずか100㎡ の範囲に23基 の石棺墓が検 出され

た。墓坑 内 よ り浅鉢が伏せ た状態 で出土 し、 さ らに浅鉢 の中か ら竹製の漆塗櫛が 出土 している。 ほかの石

棺墓か らも碧玉 ・耳栓状耳飾 りが 出土 してい る。周辺 よ り出土 した土器 よ り堀 ノ内～加曾利B式 期 に比定

して いる(高 橋1980b)。 なお北竜湖遺跡で も若干出土 している。

晩期 の遺 跡は、 当該地区では確認 されていない。

3)弥 生時代

稲作が開始された弥生時代は、飯山地方では、秋津田草川尻遺跡 ・長峰丘陵上の諸遺跡が著名であ り、

瑞穂地区では太型蛤刃石斧が単独で採集されていたにす ぎない。太子林遺跡対岸の上野遺跡では、中期か

ら後期にかけての集落趾16軒 、掘建柱建物趾25棟 以上が発掘されてお り、加えて木棺墓 ・礫床墓が72基が

検出されている。おそらく当該期の中心的な集落であったと思われる。

なお、長峰丘陵上の遺跡のうち分布図に示 した遺跡は、旧照里小学校遺跡、光明寺前遺跡、照丘遺跡の

3遺 跡である。調査が行われたのは照丘遺跡で、住居趾をはじめ弥生中期栗林式土器 ・建築用材 と推定さ

れる木製品が出土 している(高 橋1962,飯 山市教委1993ほ か)。

4)古 墳時代

三世紀末から七世紀にかけて王もしくはそれにつかえた豪族たちが大きな墳丘の墓 を造った時代である。
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図3周 辺 遺 跡 の 分 布 図(1:25,000).

1.岡 峰2.真 宗寺3.旧 照里小学校4.光 明寺前5.照 丘6.上 野 ・上 野古墳 ・大倉崎館跡7.日 焼8.城 の前9.屋 株10.堺 ノ

沢11.柏 尾南館12.上 ノ原13.道 添14.水 出 口15.内 野16.北 竜湖17.向 峰古墳群18.大 倉崎19.大 倉崎II20.瀬 附21。 太子林

22.関 沢23.小 菅神 社 里宮24.南 竜 池25.飯 綱堂 古墳26 .宮中27.千 苅 ・犬飼 館28.城 の 前29.猿 飼 田30.神 戸 古墳31.神 戸城

32.木 原33.尾 崎'34.寺 下35.太 子林 第li地 点
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上野古墳、 向峰古:墳群、飯綱堂(狐 塚)古 墳、神戸古:墳群 が確 認 されている。飯綱 堂古墳 では石室が 露呈

してお り、土 師器 ・鉄鍛が 出土 した とい う。 また、照丘遺跡では円形周溝が検 出され、古:墳の周溝 の可能

性が ある(高 橋1968)。

一方集落遺 跡では、弥生時代に続 き上野遺跡が挙 げ られ る。 しか し、上野遺 跡では前期の集落趾や周溝

墓、北陸系土器 な どで、 中期 ・後期 の集落趾は発 見 されていない。

5)古 代 ・中世

奈良時代以降をまとめて概観する。現在までのところ明確に奈良時代に比定できる遺跡は発見 されてい

ない。平安時代の遺跡では上野遺跡、尾崎遺跡、屋株遺跡、大倉崎II遺 跡が挙げられる。上野遺跡では竪

穴住居趾36軒 、掘建柱建物趾11棟 などが発掘されており、古墳時代以降再び当地域の中心的集落 となった

ものと思われる。

尾崎遺跡は圃場整備によって無残にも破壊 されてしまったが、多量の土師器片が採集されている。屋株

遺跡は昭和63年 に調査がなされ竪穴住居趾1軒 、土坑が検出され、須恵器杯、蓋、土師器杯、甕等が出土

している。年代は9世 紀中～後半におかれる。大倉崎II遺 跡は千曲川べ りの新期河岸段丘上にあ りやや小

高 くなっている。上野遺跡の平安期集落趾 との関係や生業について、注 目される立地環境である。

平安時代末から中世にかけては判然としない部分が多い。城館跡は、大倉崎館跡、柏尾南館跡、関沢館

跡、犬飼館跡、神戸城跡などが確認されている。また、集落遺跡は、現在までのところ調査 を行っていな

いし、また確認もされていない。これは、中世の考古学的調査が充分に行われた経過がないためであって、

今後明確になるであろう。例えば、大倉崎地区内で中世珠洲系陶器の完形品が発見されており、集落趾の

存在 を裏付ける資料が出はじめつつある。
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III発 掘 調査

1調 査の経緯

1)調 査 に至 るまでの経過

平成9年6月 、庁内の関係部局に平成10年 度の工事計画の照会 を行なったところ、同年7月 に回答 を得

た。その結果、飯山市瑞穂地区において農村集落排水処理施設の建設が計画 されていることがわか り、そ

の計画地が周知の埋蔵文化財包蔵地太子林遺跡の範囲内であることが確かめ られた。

同年10月、庁内協議の結果、工事実施前に緊急発掘調査を行なう。調査に伴 う費用は下水道課が予算化

する。調査は市教育委員会が行なう。予算額は5,570,000円 とすること等で合意 した。

平成10年5月18日 、県教育委員会教育長宛埋蔵文化財発掘の届出を行 う6

6月5日 、市長 と委託契約書 を取 り交わす。

6月12日 、県教育委員会教育長より 「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について」の通知が

ある。

8月17日 、地元の瑞穂農村集落排水組合および土地関係者、市教委 ・下水道課 ・調査団と太子林遺跡緊

急発掘調査に伴 う関係者会議 を行なう。

2)調 査経過

8月17日

18日

19日

20日

21日

22日

24日

25日

26日

28日

9月1日

2日

3日

器材運搬。午後7時 、瑞穂 地区民芸館 にて農業集落排水組合・、関沢区長、瑞穂 公民館、関係地

権者 及び市水道課 ・市教委 で関係者会議 を行 な う。

地権 者 との境 界立会い。残土処理置場の依頼 を行 な う。

重機 に よる表土除去。草木 除去。 トイレ等 を設置 し、一・部調査 に入 る。

重機 に よる表土除去継続。 ジ ョレンにて精査。

表土除去続行。業者に よる基準点設置(4点)。 一部 グ リッ ト設定。

表土除去続行。

トランシ ッ トによ りグ リッ ト設定。調査 区全般 をジョレンにて精査 。

調査 区全般 ジ ョレンにて精査。 モデルセ クシ ョン深堀 り。

ジ ョレンが け精査 。F・G-13区 ピッ ト群(縄 文前期)写 真撮影。掘 り下 げ着手。F・G-

14区 、移植 ゴテに よ りテフラ層掘 り下げ。G-11区 モデルセ クシ ョン実測。

L・Mラ インジ ョレンにて精査:。台風に備 え施設の点検 を実施 。

G・H-11区 、III層掘 り下 げ。F～H-14区IV層 掘 り下 げ。F-14区 、IV層 内 よ りナイフ形

石・器出土。H-13区IV層 掘 り下げ、V層 直上 よ り石・器数点出土。C-11区 出土旧石器写真撮

影。

日程 の関係 で本 日調査開始式 を行 な う。G・H-12区 、H-13・14区 、G-15区 精査続行 。

H-14区 調査 着手。H-13区 で石器群 のま とま りあ り。

G・H-11区 ・G-12区 、 ジ ョレンか ら移植 ゴテに切 り替えて精査。H-12区 ジ ョレンがけ

開始。F・G-14区 ・H-13・14区 、V層 上面 まで調査 完了。H-14区 東南隅 で頁岩製の石

核 出土。F-15区 ジ ョレン精査 か ら移植 ゴテ精査、V層 面出始め る。1-13区 ジ ョレンがけ
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精 査 開始 。1-15区 石 を残 しなが ら移 植 ゴ テで精 査 開始 。

4日G-12区 掘 り下 げ、石 器 約10点 出 土 。H-13区 石 器・出土 状 況 写 真 撮影 。H-14区V層 と石 器

出 土 層位 的 位 置 につ い て写 真 撮 影 。1-13区V層 直上 まで調査 完 了。1-14区IV層 下 ま で ほ

ぼ調 査 完 了。1-15区IV層 調 査 、 礫 多 い。G-13区 縄 文 ピ ッ ト清掃 。G-15区 、IV層 ま で石

器 多 い。

7日G-11・12区 、H-12区 、1-13～15区 精 査1続 行 。L-11区 着二手。

8日 昨 日の調 査 地 区続行 。

9日1-13区 、V層 中 を掘 り下 げ。H-15区 着 手。 そ の他 継 続 区調 査 続 行 。

10日11・17・18・21・24・25・26日 調 査 続行 。

28日L-11区 調 査 完 了。L-12区 調 査 着 手 。

29日L-12区 よ り大 形 ナ イ フ形 石 器(頁 岩 製)出 土 、 写 真 撮影 。J-12区 着 手 。K-16区 出 土 状

況 写 真 撮 影 。 調査=区 近 景 写 真 撮影 。

30日F-14・15区 分 布 図作 成 。J～K-12区 精 査 続行 。H-15区 再 着 手 。

10月2日F-15区 さ らにV層 上 面 まで掘 り下 げ。 その他 の グ リッ ト調査 続行 。

5日1～L-12区 、J-13区 精 査 続 行 。J-16区 調 査 完 了。J-15区 着 手 。

6日J-13区 清 掃 、 写 真 撮影 。1～L-12区 、1-15区 精 査 続 行 。J・K-12区 に 礫 群 。

7日1-13区 清 掃 、 写 真 撮 影。1～L-12区 精 査 続行 。

9日 雨 の ため 足場 が悪 い ため に新 調 査 区 に入 る。K-13・14・15区 、L-16区 着 手。J・K-12

区 出 土 礫群 写 真 撮 影 。J-15区 に お い て安 山岩 の石 核 等石 器 が ま とま って 出 土。

12日1-15区 周 辺 の石 器群 清掃 、 写 真i撮 影 。K-13・14区 精 査 続行 。L-12区 ほ ぼ掘 り下 げ完 了。

J-12・15区 、L-11区 掘 り下 げ再 着 手 。

13日L-12・13区 清 掃 。L-16区 ほ ぼ 調 査完 了 。

15日L-11・12区 清 掃 の 後 、写 真 撮 影 。J-12区 ・L-14・15区 掘 り下 げ続行 。

19日L-11・12区 遺 物 実 測 。J-12・13区 調 査 ほ ぼ完 了。J-11区 着 手 。1-12・13区 遺 物分 布

図作 成 の後 取 り上 げ 。

20日H・1-14・15区 遺 物分 布 図作 成 着 手 。J・K-12・13区 清 掃 、 写 真撮 影 。

L-11・12区 遺 物群 レベ ル測 量 。L-11区 遺 物 取 り上 げ 。L-13区 、1-11区 着 手 。J-11

区 精 査 続行 。

22日 各 グ リッ ト出土 石 器群 、遺 物 分 布 図 作 成。

23日L-11・12区 出 土 遺 物 取 り上 げ、 後 精査1。J・K-12・13区 遺 物 分 布 図作 図 、取 り上 げ。1・

J-11区 精 査=続 行 。L-15区 着二手 。

26日J・K-12・13区 出 土礫 等 実 測 。

27日L-13区 完 了。J・K-12区 出 土礫 群 、分 布 図 ・レベ ル測 量 、 の ち取 り上 げ る。K-14区 完

了、L-14区 へ 移動 。1-13区 清 掃 着 手。1・K-11区 精 査 続行 。K-11区 、 下 部 よ り石 器

が 多 く出 土。J・K二14～16区 メ ッ シュ を張 り実 測 着 手。L-11・12区 清 掃 着 手。

28日'1-14・15区 出 土 遺物 レベ ル 測 量完 了。 遺 物 取 り上 げ。K-15区 出 土 遺 物 レベ ル測 量 完 了。

1-11区 ほ ぼ終 了 。J-11区 精 査 続行 。K-11区 着 手。1～L-12・13区 清 掃 ・写 真i撮 影 。

30日 調 査 続行 。

11月2日L-11・12区 出 土礫 実 測 作 業 。L-13・K-11区 調 査 終 了。J-14・15区 再 度 掘 り下 げ続行 。

K-13・14区 石 器残 り取 り上 げ 。G-13区 縄 文 遺構 掘 り下 げ 。1・J-14区 遺 物 取 り上 げ 。
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図4周 辺 地 形 図(15,000)
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4日 ～5日 残 りの調査区掘 り下 げ ・遺物分布図作成。

6日 器材等片付 け。調査終 了。

7・9日 補遺調査。実測図等確認 してすべての現地作業 を終 了す る。

2調 査

1)グ リ ッ トの 設 定 と調 査 方 法(図4・5・6)

調査対象地は、太子林 の丘陵南端 にあ り、東 ・西 ・南側 は ともに急斜 となって低地や千曲川に面 してい

る。工事造成予定地 区は、 台地の一部か ら南側斜面 にかけての部分 であ り、お よそ約2,000㎡ の面積 であ

る。地 目は 山林 がほ とん どであ り、東斜面端部にやや 削土 されて畑 とな っていた。 当初 この部分 のみの発

掘 となる と予 想 していたが、重機 での表土除去の結果、雑木の根が比較 的浅 いため 多 くの対象 区が調査可

能 となった。 また、 台地南側 よ り西側 にか けて道路が造成 されてお り、 その部分 はすでに削土 され ていた。

したが って、調査可能 となった部分 は、 台地平坦部 か ら斜面にかけての約1,000m・ であった。

表土除去は、II層 中面 を基準 としたが縄文時代 以降の遺物がほ とん ど見 られ なか った ことか ら、注意 し

なが らIII層上 面 まで除去 した。残土 は、隣接地権 者の好意 によ り調査地 区外 に搬出す るこ とがで きた。

グ リッ ト億 、国家座標軸に準 じて設定 した。一辺5mと し東西にアルファベ ッ ト、南北 に算用数 字 を用

いた。業者に よ り4点の座 標杭 設定 を委託 したが、以 降については トランシ ッ トを用 いて設定 した。

遺物 の取 り上 げは、1mメ ッシュを設定 して、すべ ての遺物について ドッ トマ ップ を20分 の1で 作成、各

レベ ル も測定 、遺物番号は グ リッ ト毎に付 した。 なお、礫群 につ いては10分 の1で 微細 図 を作成 し、上 ・

下端 レベル を計測 した。

なお、次項で触れ るが遺物 はIV層 に含 まれていたが、V層 上面 に クラックが発達 してお り、 その中に遺

物が 出土す ることか ら、V層 を下 げなが ら遺物 を検 出 していった。 その ため、遺物が ま とまって出土 した

部分の 多 くのグ リッ トではV層 中位 まで調査 している(図5)。

2)文 化 層

調査区の基本 的な土層は、G-11区 の北壁 において観察 した(図7)。 以下 に、層序につ いて説明 を加 え

る。

第1層 耕作土 層厚10cm～20cm。 灰 黒色 を呈 し耕作 に よりボロボロとしている。

第II層

第III層

第IV層

第V層

黒色土層 層厚35cmか ら15cm。 部分的 に雑 木の根等が入 り込む。粘着性 があ り、 ま りは よい。

暗褐色土層 層厚15cm～5cm。 いわゆるソフ トローム層で、IV層 の ソフ ト化 したものでII層 の

斬移層 として捉 え られ、汚れた火 山灰層であ る。

黄褐色土層 層厚10cm～20cm。 緻密 なテフラ層 で、 よ り明 るい色調であ る。層厚ほぼ一定 して

い るが、V層 の クラ ックの落ち込み に深 く堆積 してお り、50cmに も及ぶ ところがあ る。

褐色土層 層厚50cm以 上。上面が いわゆ る亀 甲状 を呈 し、 クラックの割 れ 目が見 られ る。砂 ・

粘質土で乾燥す ると非常 に硬 い。

旧石器 時代石器群 は、IV層 中位 か らV層 のクラックの中に まで落 ち込んで検 出され る。特 に密集 して発

見 された ところでは、V層 のクラック帯 の上部に中心が あるように見受け られた。 また、 クラッ ク帯に発

見 され る石器群 はず り落 ちたように発見 され ることが 多 く、V層 直上 に生活面が あったのが、後 にクラッ

ク帯に落ち込 んだ と考 え られ る。以上 のこ とか ら、本石器群 の文化層 はV層 直上のIV層 下部 と判断 され る。

また、集中部各地点 との接合関係 か らも文化層は一枚 と考 え られる。
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図5発 掘 区深度図(1:200)
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図6遺 物分布図(1500)
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IV遺 物の出土状態

1概 要

調査 区は、丘陵の端部 にあ り東 ・南 それ ぞれに傾斜 して低湿地に面 してい る。比較的傾斜 の緩 いG～1

グ リッ トでは比較的遺物の出土状態 は希 薄で、東側 に傾斜 して い くJ～Lの グ リ、ッ トではい くつか の まと

ま りが見受 け られ る。

また、H・1-15区 やL-13区 において人頭大 の礫がまとまって認められる。これらはV層 以下に堆積している

自然的な堆積 物が上位 に現 れたものである。ただし、人為的に多少の移動が行なわれた可能性はある。

遺物は、IV層 の 中位 か らV層 直上 にかけて出土 している。V層 は クラ ックが発達 してお り、遺物 はこの

隙間にず り込む よ うに して発見 され るこ とが多 く、斜位 あるいは上下 になって 出土 している。

遺物集合部(群)間 の接 合につ いてはすべ ての作業が完了 していないが、 い くつか群 間接合 す るこ とが

確 かめ られてお り(図8)、 現在 の ところすべ て同一時期に残 された もの である と考 えている。

また、V層 直上 はIV層 と明 らか に土質 が相違 しているこ とか ら遺構の確 認の可能性が高か ったが、精査

してみた ものの確 認す ることは出来 なか った。 おそ らく、建物等が あった として もきわめて簡易 な造 りで、

柱 穴 も明確 な ものでは なかったのではないか と判断 され る。

2遺 物の集合

調査 区内にお いては、遺物 はほ とん どすべ てのグ リッ トか ら遺物の出土があったが、粗密が あって集 中

して発見 され る部分 とほ とん ど検出で きない部分 とがあ った。 い くつかの まとま りに分割 され,るのではな

い均・と思 われ るが、十分 な整理作業 が済 んでいないので本報告 では まとま りが 明確 であった り、製品類が

多 く出土 している1～5群 につ いてのみ報告す るこ ととす る。

なお、このほか5箇 所 において群 として捉 えられ ると予想 してお り、概 ね10群 によって構成 されていたの

ではないか と考 えられ る(図8)。

第1群(図9)

G・H-11・12区 の まば らに出土 している部分 を第1群 として報告す る。ほぼ平坦 な地区であ り、IV層

図7層 序(G-11区 北壁)(1:20)
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中位か ら下位 にかけて出土 しているもので、剥片が主体の群 であ る。

第2群(図10)

J・K-11区 において検 出されてい る石器群 を一一群 とした。 その中心 は北側の調査 区外 に延 びて いる も

の と判断 され る。本遺跡 出土 の剥片は第4群 出土 の石核 に接合 してい る。 レベ ル差 があ り、IV層 中位 か ら

V層 のクラックの中に も多 く入 り込んでいる。比較的 中形か ら大形 の石刃が出土 している。

第3群(図10)

1号 礫群 を含む石器群 の まとまりで、J・K-12区 にお いて検 出 されている。石器類 は少 ないが、礫群

を取 り巻 くよ うに剥 片類が出土 している。本群 は黒 曜石の剥 片が多 く出土 している。礫群 については別 に

触れ る。

第4群(図10)

L-11・12区 において検 出され た石器群 で、総数456点 出土 している。東側下端部 は畑に よ り削 土 されて

お り、本来 は もう少 し広が っていたもの と推定 され る。本群 内には2号 礫群 があ る。

石器 は、約18cmの 大形ナ イフ形石器 をは じめ石核 や大形の剥片 もi数多 く出土 している。 第2群 及 び第5

群 出土石器 と接合す る剥片が ある。

第5群(図11)

J・K-14・15区 を中心 として出土 したま とま りを5群 とす る。 もっとも集 中 して出土 した地区であ り、

製 品類 は もちろん剥片及び石核 、大形剥片 も出土 している。 また、砕 片類 も多 く出土 している。

なお、K-13区 にお いて遺物量は少 ないが製品類 が多 く出土 してい る(図8・6群)。5群 とも接合 す る

石器が あ り注 目され る。

また、9群 は下層の礫が まとまって上部に現れている地区であ るが(図12)、 礫 に混 じって安 山岩 の石核

が多数出土 している。

3礫 群

1号 礫群(図13)

第3群 内、J・K-12区 において検 出 された礫の まとま りで、総i数約50点 の礫で構成 されてい る。その

多 くが焼礫 であ り破損 し接合す る例 も多い。出土層位 はIV層 の上位 か ら下位 にかけてで＼V層 クラックに

落 ち込んでいる石器群 に比 してやや上位 といえる。

2号 礫群(図14)

第4群 内、L-11区 において検 出 された礫の まとまりで、総数12点 、8個 体 と少 ない。北に位置 してい

る大 きな礫は下層に含 まれ る礫であ る。焼けて赤化 している礫 はないが、やや くすんでい る礫 もある。本

地区のIV層 下部 はV層 上面が崩れてIV層 と混在 してお り、礫群 はその中よ り出土 してい る。
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図8遺 物群分布図(1200)
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図9 1群 遺物分布図(1 80)
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図102・3・4群 遺物分布図(180)
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図115.・7群:遺 物分布図(180)
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図12 9群 遺物分布図(1:80)
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図142号 礫群分布図(1:30)
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図15F-14区 遺 物分布図(1:40)(14)
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図16F-15区 遺物分布図(140)(14)
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図17G-11区 遺物分布図(1:40)
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図18G-12区 遺物分布図(140)
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図19G-14区 遺物分布図(140)
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図20G-15区 遺物分布図(140)
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図21H-11区 遺物分布図(140)
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図22H-12区 遺 物分布図(140)(14)
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図23H-13区 遺物分布函(140)
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図24H-14区 遺物分布図(140)
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図25H-15区 遺 物分布図(140)
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図261-11区 遺物分布図(140)(14)
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図271-12区 遺 物 分 布 図(1.40)(14)
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図281-13区 遺物分布図(140)(14)
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図291-14区 遺物分布 図(140)
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図301-15区 遺 物分布図(140)(14)

一39一



図311-16区 遺物分布図(1:40)
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図32J-11区 遺 物分布図(140)(14)
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図33J-12区 遺物分布図(140)(14)
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図34J-13区 遺物分布図(140)(14)
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図35J-14区 遺物分布図(140)(14)
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図36J-15区 遺物分布図(140)(14)
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図37J-16区 遺 物 分 布 図(140)(1 .4)
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図38K-11区 遺物分布図(140)(1.4)
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図39K-12区 遺 物分布図(140)(14)
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図4・K7・3区 遺伽 布図(1.4・)く ・4)
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図41K-14区 遺物分布図(140)(14)
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図42K-15区 遺 物分布図(1
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図49K二16区 遺物分布図(140)(14)
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図44L-11区 遺物分布図(.140)(14)
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図45h2区 遺 物肺 図(140)(1.4)
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図46L-13区 遺 物 分 布 図(140)(14)

一55一



図47L-14区 遺 物 分 布 図(140)(14)
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図48L-15区 遺 物分布図(140)(14)
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図49L-16区 遺 物分布図(140)
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図50M-11区 遺物分布図(!40)
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V
也
魁 物

1遺 物の種類

発見 され た遺物 は、 旧石器時代の石器・約1,800点 で、種 類別 にはナ イフ形石・器 ・掻器 ・削器・・錐 ・使用痕

のあ る剥片 ・石刃 ・砕片 ・石核 ・ハ ンマー 等が ある。総点数は約1,800点 、 その うち明確 に二次加工が認 め

られ るのは約50点 であ る。本報告 までにすべ ての資料整理が完 了す るこ とが 出来ず、本稿 ではその一部 に

ついて報告す るものであ る。

なお、速報等では彫器 が存在す る と報告 したが、 その後の整理作業 に よって太子林遺 跡第II地 点 の石器

群 では認め られない ことが明 らか となったのでここに訂正す る。

2遺 物各節

1)ナ イ フ 形 石 器(図51-1～ 図53-21)

・合計22点 出土 して いる(1点 は図示 できなかった)。 中形か ら大形 の石刃 を素材 とし基部及び先端部 に二

次加工 を施 している ものが大半 である。

1は 全長17.9cmを 計 る頁岩製の大形 品で、基部側周辺部 に二次加工 を施 している。打面及び打瘤 には二

次加工 は施 されていない。先端部か ら先端部 周辺 には使用痕 と思 われ る小剥離痕が数 多 く認め られ る。

2は 頁岩製 で、先端部は鋭い素材 のまま未加工 で、基部側特 に正面左側縁 に丁寧な二次加工が施 され る。

先端部左側縁 には細か な小剥離痕 が認め られ る。

3は やや ね じれ た玉髄製の石刃 を素材 とし、先端部及び基部雌雄変 に二次加工 が施 され ている。

4及 び5は 中位か ら基部側のみのナ イフ形石器 であるが、基部周辺 に細か な二次加工が施 され る。いず

れ も頁岩製 であ る。

6は 正面側 に表皮が残 されてい る。7は 唯一 の安 山岩製で、全長14.4cmと 大形品である。基部側 周辺 と

先端部右側縁 を斜 めに二次加工 を施 して鋭 い先頭部 に仕上 げて いる。

8及 び9は 中形の石刃 を素材 としたナイフ形石器 で、 いずれ も玉 髄製であ る。8は 先端部が破損 してお

り、本来 は9例 と同様 に尖頭状 に仕上げ られて いたもの と推定 され る。

10は 二次加工が浅 く、ブ ランティングと言 えるか どうか曖昧 であ りあ るいは錐 とした方が相応 しいのか

もしれないが、基部側 周辺 に加工が あ り、 ここではナイフ形石器 として報告す る。石材 は頁岩 である。

11は 頁岩製 で基部側 周辺 及び先端部左側縁 に二次加工 を施 して、尖頭状 に仕上げてい る。基部 は打面及

び打瘤が加工 によって失われている。

12も 頁岩製 で、基部周辺並 びに先端部 に二次加工が施 される。基部は破損 によ りわずか に欠失 して いる。

13は やや 黒色 の頁岩製であ る。基部周辺及 び先端部 に二次加工が施 され るが、先端部 の加工 は微細で あ

る。

14は 玉髄製 で、全長5.6cmの 中形 品であ る。

15は 一般 に下 呂石 と呼ばれている もので、本遺跡では唯一 出土 してい る。先端部 は第一次剥 離面の基部

側 を加工 し、両側縁 を急斜 な二次加工で鋭 い尖頭部に仕上 げている。基部周辺 にも加工が施 されてい るが＼

一部欠失 してい る。

16は 基部 と先端部 で迷 ったが、縦断面の形態か ら図の ように掲載 した。 頁岩製であ る。
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17は 安 山岩製 である。先端部右 前方 よ りファシ ッ トが入 ってい る。基部側打瘤 は取 り除かれ、周辺 に丁

寧 な二次加工が施 され る。

18・19は ブランティングが微 細であ るがナ イフ形石器 に含 めた。18は 黒曜石 、19は 頁岩 である。

20は 黒 曜石製 で、急斜 に切断 して尖頭部 を作 り出 してい る。

21は 、 白色 の玉髄製で、右側縁全周 にブ ランティングが施 される。一一見形状 か らは国府型ナ イフ形石器

に似 てい る。

なお、 図55-32は 加工 技術 か らナ イフ形石器 と考 えているが、小型品 としては1点 のみであ ることか ら、

ここでは留保 してお く。

.2)i掻 ・器(図54-21～27)

22は 基部側 を欠失 す るが、優美 なエ ン ド ・ス クレイパーであ る。頁岩製で、一部 に表皮 を残すがほぼ全

周 にわた り加工 が施 され,る。

23は 黒曜石 製。基部側 を欠 くが22と 同様 に優美 なエ ン ド・ス クレイパーであ る。

24は 頁岩の複刃掻器 である。

25は 黒曜石製 のエン ド・ス クレイパー であるが、刃部以外 を欠 いて いる。

26は 頁岩製 で、刃部 は鋭 く加工が なされ、一般 的なエン ド・スクレイパー と様相が異な る。本例 は基部

側 と刃部側 で二つ に破損 してお り、か な り離れて接合 している。

27は 玉髄製 である。先端部 にわずか に加工 してあるのみ で掻 器 として よいか躊躇 したが、本稿 では掻器

に含めた。

3)削 器(図54-28～31)

28は 黒曜石製。下端部 を欠 くが、縁辺に二次加工が認め られ,、ブランティング加工 とも異な るこ とか ら

削器 とした。

29は 剥片の基部側 に二次加工 を施 している。先端部 には明確 な加工 がなされていないが、裏面 には使用

に よる もの と思われ る小剥離痕が認 め られ る。

30は 黒曜石 製で、縦位 に半割 されスポール片の ように見 られ,る。先端部 に細かな加工が施 されてい る。

31も 黒曜石製 で、湾 曲 した剥片 を用 いて、先端部側縁 に加工 が施 されている。

4)錐(図55-33)

黒曜石製 の石刃の側縁 に ノッチ状の加工 を施 して錐状 とした もので、両端か ら明確 に加工 は施 されてい

ない ものの、使用痕 と思われる剥離痕 もあ り、 ドリル的機能 として用 いられた ものであろ う。

5)小 剥 離痕 の あ る石 刃 ・剥 片 、剥 片(図55-34～ 図58-58)

本調査 によって、石刃 あるいは剥片 に明 らかに使用 によってつけ られた と思われ る石器が多 く出土 した。

これ らの石 ・器は 「小剥離痕のあ る石器」 として呼称 してきてい る。今 回 も何 点か出土 してお り、黒曜石が

最 も多い。 また、剥片類 は全体 の9割 以上が安 山岩 で 占め られてお り、今 回示 した製 品類や剥片類 をみる

と玉髄や頁岩 ・黒曜石が主体 の石器群 と捉 えられ る怖れがあ るが、製 品類 と剥 片類 では石 材の 占め る割合

は まった く異 なる。

34～37は 黒曜石 の剥片 に小剥離痕が認め られ るもので、36は 石核稜つ き剥片 であろう。38～40・42・46・

48・49・51・52は 頁岩製 であ る。39は 石核 の上端か ら下端部 まで剥離 された石刃 で、全長12.7cmを 計 る。
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41は 黒曜石 製、43～45・47・50・52は 玉髄製 であ る。54～58は 安 山岩製 であ り、 こ うした整 った同石 材の

石刃が 多 く出土 してい る。長 さは10cm前 後 が最:も多い。

6)石 核(図59・60)

今 回の調査 によって出土 した石核 は合計22点 であ る。石材別 では、安 山岩14点 、頁岩4点 、玉 髄2点 、

チ ャー ト2点 である。本稿 では時間的 な都合 に よ りその一部 のみの掲載 であ る。

59・60は 頁岩製、61は 玉 髄、62は 安 山岩の石核 であ る。

7)石 製 品(図61)

石製品 もすべ て を掲載 で きなか った。63～65は ハ ンマー である。63・64は 砂岩 で明確 な使 用痕は認め ら

れない。65は チャー ト製 で、先端部 に叩打痕が認め られ る。

66は 磨石 ではないか と思 われ る。

以上、掲載 し得 た66点 の石器 について簡単 に触れて きた。本遺跡 の全体像 につ いて まだ不足 してお り、

今後 とも全資料の公 開につ いて努力 してい きたい。
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図51'遺 物 実 測 図(1).(2
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図52遺 物実測図(2)(2
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図53遺 物実測図(3)(2
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図54遺 物実測図(4)(2
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図55遺 物実測図(5)(2

-67一

3)



図56遺 物 実測図(6)(2
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図57遺 物実測図(7)(2

69一

3)



「

図58遺 物 実 測 図(8)(23)
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図59遺 物実測図(9)(2
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図60遺 物実測図(10)(2 3)
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図61遺 物 実 測 図(ll)(1
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VI飯 山市太子林遺跡第II地 点の地形 と地質

早津賢二 ・小島正 巳

1は じめ に

太子林遺跡第II地 点の発掘終了後の、1999年3月 に、発掘 担当者 であ る望 月静雄 氏の立 ち会 いの もと、

遺跡 とその周辺の地形 ・地質学的調査 をお こなった。 また、姶 良Tn火 山灰層 と旧石器群 との層位関係 を解

明す る 目的で、 旧石器群 の出土層準付近 のテフラ分析 をお こなった。本稿 では、それ らの結果 につ いて報

告す る。

2地 形

飯 山盆地の千曲川流域 には、大小 の丘陵状 の地形がい くつか認め られ る。 太子林遺跡第II地 点は、千 曲

川右岸にそ って延 び る一一つの丘陵の尾根 の南端部、標 高320～330mの 地 点に位置す る。千曲川河床 との比

高 は、20～30mで ある。丘陵の東西 断面 は、 馬の背状 を呈す るが、左右非対称 で、西に緩やか で東 に急傾

斜 をなす。丘陵 の東縁部 には、重地原断層が走 る(井 上1962,活 断層研 究会編1991,赤 羽 ・清水1991)

(図62)。 重 地原断層 は、NS走 行 で西上が りの活断層(逆 断層)で 、確実度IIに 分類 されてい る(活 断層

研究会編,1991)、 丘陵の東側へ の急頃斜は、断層上盤 の撹曲変形 と考 える と説明 しやす い。

この断層の活動年代 については、不明の点が多い。 ところで、約5km下 流の千曲川左岸 にある東原遺跡

では、3,000～3,500年 前の縄文時代後期 中葉(加 曽利B供 行期)に 、断層運動 を被 ったこ とが判明 してい

る(早 津 ほか1999)が 、 この とき活動 した断層 は、重地原断層 の北への延 長部 にあたる可能性 が大 きい。

遺跡の東方地域 は、毛無 山(1,649.8m)に 連 な る山地 となって いるが、小 菅集落東方の 山地 には、幅約750

mの 西 に開いた馬蹄形の崩壊 凹地が認め られ、西地 の底か ら四方 に扇 状地状 の地形が発達 す る(図62)。

3地 質

発掘地点の地質は、上位 よ り、1層 ～VII層に区分 で きる(図63)。1層 とII層 は、色調 な どに若干の違い

はあるが、 ともに黒土層 で、層厚は合 わせ て40～50cmで ある。III層は、 暗黄色 を呈 す る漸移層 で、層厚 は

約10cmで ある。IV層 は、黄褐色の ロー ム層 で、層厚は平均約20cmで あ るが、下位 のV層 の割れ 目を埋 めて

い る部分 では、40～50cmに 達 す ることもある。 旧石器 の包含層 となっている。

V層 は、褐 色 ロー ム質 のシル ト～粘土層で、ス コ リア質の細粒岩片が散点す る。層厚は約50～60cmで あ

る。通常の 『ロー ム層に比べて、 非常 に固 くしまっている。上面 には、乾裂(乾 痕、suncruck)と み られ る

不規則 な多角形 ～亀 甲状(平 画形)の 割 れ 目が発達 し、 問を上位 のロー ム層(IV層)が 埋めて いる。割 れ

目は、 クサ ビ状 に深 さ最大60cmに も達す る。 この ように、V層 は、 固 くしま り、 しか も乾裂 が発達 す るこ

とか らみ て、冠水 した後 に干上が るような状態に置かれ たこ とがあった もの と推察 され る。

V層 上面の乾裂 と類似 の乾裂 は、対岸 の上野遺跡(図62)の 発掘 グ リッ トで も認め られた(早 津 ・小 島

1990)。 上野遺跡の乾裂 は、姶良Tn火 山灰の降下 層準直下にあ るこ とが報告 されているが、本 地点の乾裂

も、後述 のよ うに、姶良Tn火 山灰 の降下層準直下にあ り、両地点の乾裂 は、お互 いにきわめて近 い層準 に

あ るこ とになる。お互 いに接近 した地点 にあ り、標高 も類似 しているこ とを併せ考 えると、両者 は同 じ時

期 の もの である可能性が大 きい。

VI層 は、安 山岩質 の溶岩 ・火砕岩 の岩片 を主体 とす る崩壊堆積物で、層厚は4mで ある。赤羽 ・清水(1991)
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の内野土石流堆積物 に対応す る と思われ るが、均質 な基地の中に、特定 の岩石 の岩片だけか らなるブロ ッ

クが散在 しているこ とか ら、土石 流や泥流 の堆積物 ではな く、岩屑 なだれの堆積物 であ る。周辺の地形か

らみて、給源 は、小菅集落東方の崩壊 凹地 である と考 えられ る。VI層 に接 してその下位 には、千曲川の河

床堆積物 であるVII層が位 置 し、両者 の間には、土壌 層な どの時 間間隙 を示す証拠 は認め られ ない。 したが

って、VI層 の岩屑 なだれは、千曲川 に流れ込んで堆積 した もの と考 えられ る。V層 の褐色 ローム質 シル ト

～粘 土層 は、岩屑 なだれの堆積後 に、水 中に一時的に懸濁 して いた岩屑 なだれ起源の細粒物質 な どが堆積

した ものか もしれ ない。

VII層は、水底の堆積 で、上部 の細礫混 じりの砂層(1m)と 下部 の粘土 ・シル ト層(下 限不明 で2m以

上)か らなる。

4旧 石器群の出土層準

旧石器 と姶良Tn火 山灰層(AT,町 田 ・新井1992)と の層位 関係 を明 らかにす る目的で、テ フラ分析

をおこなった。分析 は、IV層 を垂直に10cm幅 で連続採取 した3点 の試料 とV層 か らの1点 の試料 について

なされ た(図63)。 採取 した4点 の試料 を自然乾燥 させ、 それぞれ209に 水 を加 えて、 ミキサー で十分撹拝

125,0QO往 郷

図62遺 跡 周辺あ地形 一冒 一

1:太 子林遺跡第II地 点、2:上 野遺跡

(国土地理院発行2万5,000分 の1地 形図 「住郷」を使用)
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し、粘 土分 を流 し去 った後、超音波洗浄機 で約20分 間洗浄 した。 それ らを自然乾燥 させ た後、実体顕微鏡

下で火山ガラスの相 対的量比の測定 をお こなった。本地域 を含 む妙高火 山群 テフラ地域 のテフラにつ いて

は、すでに鉱物 ・ガ ラスの屈折率 を含む詳細 な岩石 記載 がなされてお り、調査地 域 の この付近 の層準 に認

め られ るAT型 火山ガラスは、ATで あるこ とがすでに判 明 している(早 津 ・新井1985,早 津 ほか1983

な ど)の で、屈折率 の測定 などは、今 回はお こなわなか った。

分析 の結果、IV層 の3試 料 中か ら、いずれ も無色透 明でバ ブル型のAT火 山ガ ラスが多 く検 出され、とく

にIV層 下半部 の試料 中か ら最:も多量に検 出され た(図63)。V層 の割 れ 目に落ち込んでいる部分 の試料 中に

も、ATガ ラスが認められるが、上位 の部分より量的に少ない。V層 の試料からは、ほとんど検 出できなかった。

V層 の割 れ 目は乾裂 と考 えられ,、IV層 の堆積前にすでに形成 されて いた と考 えられ る。 したが って、IV

層の初期 の堆積物 は、まずV層 の割 れ 目を埋めてい ったはず である。この部分 にATガ ラスが少 ない とい う

こ とは、ATの 降下 層準 は よ り上位 にあ るとい うことを示 してい る。 この こ とと、IV層 の下半部 の試料 中

に、ATガ ラスが最:も濃集 している ということを合 わせ考 える と、ATの 降下層準は、IV層 の下 半部 の どこ

かにあるが、下限部 ではな く、V層 の割れ 目を完全 に埋積 した以降(お そ ら く直後)で あるとい うことになる。

ところで、発掘担 当者 による と、 旧石器群 お よびそれに伴 う礫群 が最 も多 く包含 されて いた層準は、IV

層 の真ん中の層準 よ りやや下方の層準 であった。今 回の調査時点 では、すでに発掘 グ リッ ドは完全 に消滅

していたため、旧石器群 とAT降 下層準 との関係 を正確 に決定す るこ とは困難であ るが、上記の事実 か ら考

えて、 旧石器 の層準がAT降 下後 であることは、 まず間違いない と思 われ る。

なお、V層 の割れ 目に落 ち込んだ形 で出土 した旧石器 も、少 なか らず認め られている。あ るものは、割

れ 目の深部 に まで達 している。 旧石器 人が この地に生 活 していた時には、V層 の割れ 目は完全 に埋積 され

てお り、その上 をIV層 の一部が覆 っていたはずであ る。地表 にある旧石器 が地下 にある割 れ 目の深部 に落

ち込む こ とは、通常 の状態 では考 えに くい。地層中に埋 もれ てか らも、同様 である。 旧石器 人が生活 して

い る間 ない しそれ以降 のIV層 堆積 中に、遺跡 に接 して走っている重地原断層が活動 し、強い地震動 によ り、

地表下 にあったV層 の割れ 目が開 き、上 を覆 っていたIV層 が割れ 目に落ち込 んだ とは考 え られ ないだろ う

か。重地原断層の活動履歴 とも関係 して、興味が持 たれ る。
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図63遺 跡付近の地質柱状図

図はテフラ分析をおこなった層準

十印はATガ ラスの量比(+++〉++〉+)
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VII終 わ りに

平成10年 度 の夏以降、不順 な天候 に より発掘調査 の 日程 は大幅 に遅れ るこ ととなった。9月 か ら10月 の

中旬 まで雨天や 台風 の影響 などで一 日中晴天 とい う日はほ とん どなか った。 また、本発掘調査=で、V層 を

調査す る事 となったが、非常に硬 くしまった土層 で移植 ゴテで掘 れない状態 であった。 そのよ うない くつ

か の事由が重な り、 当初予定 していた10月 中旬調査完了の 日程が遅延す る結果 となった。

整理作業 について も、他の遺跡発 掘調査報告が2件 あ り、単年度事業 ゆえ十分 な整理作業 を行 い、調査

報告書 を作成す ることが出来 なか った。今後 さらに整理作業 を行 い、責 を果 た したい と考 えて い る。

さて、今・回の調査 に よって発見 された 旧石器 時代石器群 は、大 型のナ イフ形石 器や ・掻器 な どを組成 と

し、石刃石核の存在 か ら石刃技法 に基づ く石器群 であるこ とは明 らか であ る。 また、10cmを 上 回 る石刃や

ナ イフ形石器の存在は、かな り完成 され た石刃石器群だ と思われ る。 ナイフ形石器につ いては、打面や基

部その もの を切断や折 り取 るこ とをせず に、形状や基部周辺の調整 に とどめ ている点な どか ら東 山型ナ イ

フ形石器 の範疇 に入 る もの と思 われる。 また、石材 で も、地元産 の安 山岩 を主要石 材 とす るものの、玉髄

や頁岩 を多用 していることもそ うした東北地方の石器群 に類似 す る。

昭和55年 調査 され た太子林遺 跡石器群 との関係 は、現在の ところ若干 の年代差が あるのではないか と考

えている。太子林遺跡石器群 は、局部磨製石斧 を伴 い、 これにナ イフ形石器や錐が ある。掻器 には典型的

なエ ン ド・ス クレイパー は存在 していない。石核 も石刃石核で あるが、定 型的な石刃の作 出は数少 ない。

これに対 し太子林遺跡第II地 点は、局部磨製石 斧 を伴 わず完成度の高い典 型的な石刃石核 をもち、定型的

な石刃 を規格的に作 出 してお り、 よ り発展 した石 刃石器群 と捉 えることが出来 る。

太子林遺跡はAT降 下 層準 の年代 と考 えてお り、 したが って今 回の太子林遺跡 第II地 点 はそれ よ りも若

干新 しい石器群 と位 置付 けるこ とが出来 る。

今 回の整理の 中で、接合作業 も試みてい るがか な り接合 されて いる。 こうした作業の中で よ り明確 に石

器製作工程 を明 らかに出来 る もの と思われ るし、石器群 の内容 につ いて も、今後の作業 で明 らかに したい

と考 えてい る。

最後 に、発掘調査 にかか わ られ た作業員 の皆 さん をは じめ関係者の ご協 力に厚 く感謝 申し上 げ ます。
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写真図版



PLI

遺跡遠景(東 方小菅地区よ )

調査地区遠景(北 方瑞穂グラウン ドよ )



PL2

調査地区近景(東 方関沢バイパスより)

調査地区近景



PL3

調査地区表土除去

地質調査(工 事施工後)



PL4

層 序

作業風景(東 より)



PL5

第5群 遺物出土状況

第4群 遺物出土状況



PL6

平 坦 地(G・H・1)の 調 査 状 況

第1号 礫群



1㈹ 出 二 安山岩 石核(第5群)出 土状況

イナ形 状土出D(石 イフ形石器 出 状況

晒

石器(2)出土状況

醒男

石器(3)出土状況

イフ

指

硲

石形
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マ

状況



PL8

出土旧石器(1)ナイフ形石器ほか



PL9

出土旧石器(2)削器 ほか



PL10

出 土 旧石 器(3)石 刃 ・石 核 ・ハ ンマ ー
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